























N elson， Gustafon， & Batalden， 1996;柏木， 2000;大野， 2000;阪井， 1994)。患者の意
思を確認するためには、医療スタッフと患者聞の十分なコミュニケーションが必要である
(柏木， 2000;岡村・明智・久賀谷・中野・奥山・三上・内富， 1999;大木・福原， 1997; 
Anderson， 1993)。しかし、集中治療室 ClntensiveCare Unit ;以下ICU)や救急救命室
などに搬入される患者は、急な発症や重篤な疾病である場合が多い。すなわち、集中治療室
に入院する患者の多くは意識が無く、医療スタッフとコミュニケーションをはかることが困
難である CSmedira，Evans， Grais， Cohen， Lo， Cooke， Schecter， Fink， Epstein-Jaffe， 








ケーションを経験しているとの報告がある (Azoulay， Chevret， Leleu， Pochard， 









ている (Molter，1979 Johnson， Wilson， Cavanaugh， Bryden， Gudmundson， & 
Moodley， 1998; Bouman， 1984; Mendonca， & Warren， 1998; Bijttebier， Vanoost， 
Delva， Ferdinande， & Frans， 2001 ; Warren， 1993 ; Z但 pe，Margall， Otano， Perochena， 
& Asiain， 1997; Medland & Ferrans， 1989)。
Hickey (1990)は1976年から1988年の聞に発行された、家族のニーズに関する文献をレ
ビ、ューしている。そこでは、家族のニーズを測定する尺度として最も多く用いられていたの
は、 Molter(1979)によって作成された CCFNI(Critical Care Family Needs Index)で
あると述べられている。 CCFNI(Molter， 1979)は1990年以降も最も多く使用されており
(Mendonca， & Warren， 1998; Azoulay， Pochard， Chevret， Lemaire， Mokhtari， Le-
Gall， Dhainaut， & Schlemmer.， 2001 ; Leske， 1991)、その妥当性・信頼性がアメリカや
フランスをはじめとして各国で検証されている (Leske，1991 ; Macey， & Bouman， 1991 ; 
Azoulay， et al.， 2001; Coutu-Wakulczyk & Chartier， 1990 ; Bijttebier， Delva， Vanoost， 











CCFNIを用いた調査では、中でも「情報」ニーズの重要性 (Bijttebier，et al.， 2001 ; 
Warren， 1993 ; Molter， 1979 ; Johnson， et al.， 1998 ; Hickey， 1990)や、「近接」ニーズ
の重要性 (Stillwell，1984)が指摘されてきている。それにも関わらず、最も満たされてい
ないものも「情報」ニーズであるという指摘が同時になされている (Z但 pe，et al.， 1997 ; 
Medland & Ferrans， 1989)。これらのことから、やはり適切な情報提供のあり方が問われ
ているといえるであろう。
日本では、 ICU入院患者の家族に関して、臨床経験に基づく提言や事例報告が多くなさ
れている。その中で、「情報」ニーズの重要性(立石他， 1998;道又・曽根原・田村， 1998; 
草場， 1998;坂入・中野・片倉・和田・有馬・野田・鈴木・階元・槍野・上村・井波・山元・

















































るが、医療スタッフの認識は家族と異なっているとの報告がある (Bijttebier，et al.， 2001)。











山勢・山勢 (2000)、水元(1999)、立石他 (1998)、村林・筒井 (1996)は、臨床的見地
から、患者の突然の発症に伴い、家族もまた心理的・社会的危機状態にあることを指摘して
いる。中でも、 ICU入院患者の家族は、不安や抑うっといった心理的危機を有しているこ
とが指摘されている (Bailey，Coutu-Wakulczyk， & Baily， 1991; Rukholm， 1991 ; Poc-
hard， Azoulay， Chevret， Lemaire， Hubert， Canoui， Grassin， Zittoun， Le-Gall， 








族はこの恐怖に有効な方略 (strategy)を用いて対処 (coping) していかなければならな
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